
 

 

スマホ決済サービスによるキャッシュレス化への対応について  

                  

  

当金庫は、株式会社 Origami および信金中央金庫と連携し、キャッシュレス化を

推進してまいります。 

政府は、キャッシュレス決済比率を 2025 年までに倍増させることを目標とし、特

に、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向け、社会のキャッシュレス化

を推進しております。 

また、多様な地域資源を有する長野県においても、キャッシュレス化の推進による

商店の利便性向上、国内外観光客の域外マネー獲得などの観光振興および地域活性化

は重要なテーマとなっております。 

当金庫は、「地域のキャッシュレス化」と「地域創生の実現」を事業戦略の柱のひ

とつと位置づける株式会社 Origami と連携して、QR コードを利用したスマホ決済サ

ービス「Origami Pay」および中国大手電子決済サービス「Alipay」の利用店拡大を

目指し、「地域のキャッシュレス化」と「地域経済の活性化」に寄与してまいります。 

  

 

 

・株式会社 Origami について 

株式会社 Origami は、「お金、決済、商いの未来を創造する」とのミッションのも

と、キャッシュレスを実現するモバイルにおける金融プラットフォームを提供してい

ます。2012 年に会社設立し、日本のキャッシュレスサービスの先駆けとして、スマ

ホ決済サービスの提供を 2015 年に開始し、2016 年より「Origami Pay」を展開。全

国のコンビニ、ファストフード、タクシー、百貨店をはじめ多岐にわたる業種・業態

の加盟店へ導入が拡大しています。 

 

 

 






